
皿機構・職員・予算

1. 機構

A. 機構の 概要

生産技術研究所は日常の業務送行の面から，研究部と事務部とに大別される．

研究部は，連営の便宜上， 5部門；こ分かれ，部ごとに互選1こよる 2名の常＇務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，会議を開催している．研

究部は研究室から成り立っており，また，その部の屯門を適当に分類した専門分野表は 1

ページ「沿革」の項に掲げた通りである．

中間試験部は，基礎部の韮礎研究として完成したもので，これを工業化へ移すための中

間規模の試験研究を行なうところで，毎年各部から 2名ずつ逗出した委員の組織する特別

研究審議委員会で研究課題を審議決定し，特別の予舎店をつぎこんで実匝している．また受

託研究の一部には中間試験研究になるものがある．

千葉実検場，試作工場および図害室ぱ，それぞれ各部から選出する敦授・助敦授が委貝

となって祖織する委員会によって運営される．それらの詳細は，前記試作工場，図力室の

項を参照されたい．

本所の重要事項は教授袷会で議決する．教授怜会は教授• 助敦授によって祖緑され苺月

1回定期に開催している．他に教官同志の知敲向上をはかる輪請会が毎月 1回行なわれて

し、る．

協力檬関には，航研・生研連絡会説がある．

その外に，所員が，それぞれの専門の立場から，事務連営を指導し，助言する楓閃とし

て，各運営委員会がある．その種類ぱ次ページのB.t幾構図にある通りで， 内容は巻末の

委員会諸規程を参照されたい．

大学院

本所で現在教育を受けている大学院学生は新制 93名である．新聞大学院は昭和 28年

4月から開始され，本所の関係する大学院のコースは，数物系研究科中の土木・建築・槻

械・梢密• 船舶・電気・応用物理・航空および化学系研究科中の応用化学・ 冶金である．

外に会社・官公庁，その他一般からの申出により，一定期間，ある事項について研究を

指導する研究生の制度がある．その規定は巻末 149ページにある．
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B. 機構図

教授総会 I一部主任ー事務室ー事務主任

—常務委員会 1―第 1部ー（基礎）―|―|専門分野（各研究室） 1 

ー研究班ー主任研究員

ー第 2 部ー（機械• 船舶）一同 上

ー研究部—|—第 3 部ー（電カ・通信）一同 上

ー第4部ー（化学・ 冶金）一同 上

ー第 5部ー（土木・建築）一同 上

ー中間試験部 ... …総合研究班ー主任研究員

一庶務掛

一庶務主任ー一人 事 掛

ー 厚 生 掛

ー司計掛

ー用度掛
ー会計主任一

ー事務部ー事務長―I ー出 納 掛

ー 管 理 掛

ー出版掛

ー 研 究 掛

lー業務主任――霰測ロケット掛

所長―|―I ー写真掛
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一千葉実験場 事務室 ー図 書掛

ー事 務 室

一試作工場一ー工場長一ー設 計 室

ー エ 作 室

ー秋田実験場
ー特別研究審誤委員会

ーエ作委員会

一能代実験場 1ー出 版 委 員 会
ー図書委員会

ー写真委員会

一営繕委員会
常置運営関係委員会—|—厚 生 委 員 会

一千葉実験場管理運営委員会

ー講習会委員 会

ー放射性同位元素委員会

一試験溶欽炉委員会

ー計算機委員会

ー予算委員会
—臨時委員会一ー記念行事委員会
—鹿児島宇宙空間観測所 一発明特許制度審議委員会

一ロケット観測協議会

協力機関＿航研•生研連絡会議



2. 職

A. 現員表 (39.3. 31現在）

a. 職種別職員数

＿区分 l教授 1助教授1講師 1助手 1技官 1事務官1技術員事務員 1技能員 1用 務 員 合 計

39 36 4 68 68 71 85 43 38 27 497 

職員数 *12 I i *12 

＊印併任

b. 諸系統別職員数

区分I 研究系統 I事務系統 I技術系統 l技能労務系統 Iその他 I合

□ ~ ~,~:~,:,~:I::, :r:(81;,1~,}。：。I;;:
'『竺く教助謡研研助技 事事 1技技 技技用 日

＊ 印併任

B. 職員名簿

第 1 部

官薮 氏 名 If果字冒I卒菜年月日1塁冒噂I悶I教±一舜三門，土斎昭 7.3.31昭23.2.19エ＇

" I久保田広理，物理 II 9. 3. 31 II 18. 2. 261 II 

II I糸川英夫工，航空 II10. 3. 31 II 24. 1. 51 II 

II I一色貞文 II 冶金 II11. 3. 31 II 24. 2. 141 II 

II I玉木 章夫 理，物理 II14. 3. 31 II 26. 4. 111 II 

” 大井光四郎 ” 数学 II14. 3. 31 II 37. 3. 311 II 

併 仔
教 授

平田森三 ”物理昭 3. 3. 31 II 16. 6. 151 II 

” 熊谷宣夫 II II II 9. 3. 31 II 14. 7. 311 II 

II 池田 健工， 航空 II 6. 3. 31 II 18. 6. 151工

助教授富永五郎理， 物 理 II17. 9. 30 

＊苛制による学位：
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I 東大
II 18. 9. 25 5 I I II 30. 4. 45 1理助教授 烏飼安生理，物理

II I森大吉郎ニエ航機 II 19. 9. II 36. 9. エ

" I山田嘉昭 II 機械 II 20. 9. 251 II 37. 1. 221 II 

,, I小瀬輝次 II 精密 // 22. 9. 30 "36. 7. 27 ” 

" I秋葉錬二郎 工，応物 II 29, 3. 27 "34. 10. 5 ＊エ

II 北川英夫 II 物理 II 21, 9. 30 ,, 37. 2. 3 工

講師伯野元彦 ‘’ 土木 II 31. 3. 28 II 36. 3. 31 ＊エ

第 2 部

1 東 大
教授小川正義エ，垣‘土丘ノ‘

！ 昭13. 3.31昭25.10. 251工

" I鈴木 弘 II 機械 II 15, 3, 31 II 26. 4. 111 II 

,, I平尾 収 ” ” II 14. 3. 31 // 29. 3. 171 // 

II I亘理 厚 II 航空 II 11. 3. 31 // 27. 4. 41 // 

,, I水町長生 II 機械 11 15. 3. 31 1133. 8. 61 II 

" I田宮 真 ‘’ 船舶 II 16. 12, 25, II 33. 5. 21 II 

" I松永正久 /I 造兵 1116. 12. 251 11 32. 8. 11 11 

" I大島康次郎 /I 機械 1117. 9. 25 11 32. 7. 81 11 

/I 石原智男ニエ機械 1121. 9. 30 11 30. 5. 271 11 

誓旦竹中規雄工，機械 1111. 3. 31 2ヽ6. 5. 261 11 

// ti裔 屈腐t阻 11 11 11 11. 3. 31 11 28. 1. 291 11 

" I千々岩健児 /I 機械 1119. 9. 25 11 32. 1. 131 11 

” 安藤良夫ニエ船舶 1120. 9. 25 11 35. 8. 131 " 

助教授植村恒義 /I 機械 1119. 9. 25 11 36. 12. 22 11 

” 高橋幸伯 ” 船舶 1121. 9. 3. 11 37. 1. 22 *エ

" I柴田 碧工，機 械 1128. 3. 28 11 33. 3. 29エ

名大" I森 政弘 11 25. 3. 17 11 34. 4. 271 11 
工，電気
東大11 1 JI[井忠彦 1127. 3.281137. 3311 // 
工，船舶

" I佐藤寿芳 /I 機械 1133. 3. 28 11 38. 3. 29 *エ

" I棚沢一郎 11 11 11 33. 3. 28 11 38. 3. 29 * 11 
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教授藤高周平

II 高木 昇

II I森脇義雄

第 3 部

， 
果ナ 1 

工，電気
‘昭 5.3.31昭17.12.24丁！I -I 

II II II 6. 3. 311 // 17. 5. 15-// 

I II II II 8. 3. 31 II 22. 6. 231 II 

I 
II I沢井善三郎 II II II 10. 3. 31 II 25. 5. 311 II 

II I斎藤成文 II II II 16. 12. 25 II 26. 8. :C::LJ, II 

II I野村民也二丁: II II 20. 9. 251 II 34. 11. :C::LJ, II 

II I渡辺 勝

II I尾上守夫 Iニエ電気立2. 9. 30 II 30. 6. 301エ

II 安達芳夫 II II II 19. 9. 25 II 39. 3. 16 *エ
併仔i 後藤以紀エ II II 2. 3. 31 II 9. 4. 5エ
教叙

助教 授 浜 崎 襄 ニ II II II 28. 3. 28J II 33. 9. 15生工

” 河村達雄 I11 11 [ 11 29. 3. 28I 11 34. 3. 30; エ

II I山口楠雄 ” ” 

II I高羽禎雄 II II II 33. 3. 281 II 38. 3. 291 II 

II 安田靖彦 II II II 33. 3. 28 II 38. 3. 29 II 

諮 師後/II 昭雄 II II II 27. 3. 28111 37. 1. 22エ

第 4 部

I 教授1 高橋武雄爪，応r~ りこ15. 3.31昭16. 3. 24! エ
I I I 

II 福田義民 II II 昭 3.3. 31 II 20. 11. 71 II 

I // I永井芳男 11 11 11 5. 3. 3 li 11 21. 11. 71 11 

" I菊池真― II II II 8. 3. 291 II 23. 6. 31 II 

I 
" I江上一郎 II 冶金 II10. 3. 31: II 24. 2. 141 II 

I 
II I浅原照三 II 応化 II14. 3. 31, II 29. 8. 191 II 

I 
II I加藤正夫 II 冶金 II15. 3. 311 II 27. 7. 71 II 

I 野崎 弘 II 応化 II14. 3. 31¥ II 32. 11. 151 II 

I ,, I雀部高雄 II 冶金 II11. 3. 31: II 36. 5. 18 II 

山辺武郎 I11 応化 1115. 3. 31: 11 31. 12. 20¥ 11 [ 
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助教授1中村亦夫

II 武藤毅一

,, I今岡 稔

" l西川緒一

II I原善四郎

,, I後慕信行

塁，応裔 1昭 4.3. 311昭16.8. 4理

II II II 13. 3. 31 II 27. 4. 4エ

” 冶金 II17. 9. 25 II 32. 3. 22 II 

II 応化 II16. 12. 251 II 39. 1. 13 II 

I I II II II 16. 12. 25 II 37. 3. 5, II 

II II II 16. 12. 25 II 36. 6. 30 II 

ニエ冶金 II19. 9. 25111 36. 7. 31 II 

II II II 19. 9. 25111 37. 3. 19 II 

I 
9. 9. 25 II 36. 10. 26/ 

II I河添邦太朗 11 11 11 19. 9. 25 I 
" I鮪 充 II 冶金 II20. 9. 25 II 36. 11. 11 II 

＇， 早野茂夫 ” 応化，， 23. 3. 31 II 39. 1. 131 II 

購 師明石和夫 ” 冶 金 1126. 3. 31 I 

寛

寛

雄

幸

江父

本

下

祖

山

松

任
授

”
I
I
 

併
教

教授I星野昌一

第 5 部

璽，建富 1昭 6. s・s1! 昭20. 9. 241工

II I坪井善勝 III II I 11 7. 3. 31111 16. 11. 291 II 

II I星埜 和 II 土木 II 9. 3. 31 // 22. 8. 211 II 

II I丸安隆和 II II II 14. 3. 31 II 26. 11. 261 II 

II I勝田高司 II 建築 II15. 3. 31 II 27. 1. 251 II 

II 久保慶三郎 ニエ土木 II20. 9. 25 II 37. 2. 201 II 

併`
教訟

関野 克工，建築，I 8. 3. 31 II 20. 9. 241 II 

" I高山英華 I" " I " 9. 3. 31111 24. 7. 301 " 

助教授井ロ

II 池辺

昌平 II 土木I"16.12. 25 
I 

陽 ” 建築 II17. 9. 251 II 37. 3. 271 II 

,, I三木五三郎 ニエ土木//19. 9. 25 

,, I田中 尚／／建築,,21. 9. sol ,, 31. 2. 201 ,, 

,, I石井聖光 ” 

,, I村松貞次郎 I,, 

" I小林一輔 Iエ，土木 I11 29. 3. 31 

”
”
 

ヽ

9

5

 

4iQ~ 
組

蹄”
”
 

3
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1
 

Q~& 
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3
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事務長白方

工場長
（併任）

事務部・試作工場

日大之次 昭 6.3.31 
法文法律
東大
工，機械

II 14. 3. 31 

年 間 異
J

リ酋一

I氏 名 発令年月日

攣理府技官 i川井忠彦 1

棚沢一郎

佐藤寿芳

高羽禎雄

安田靖彦

黒川兼行

福田武雄

山本 冥

富成 襄

久保受三郎

山辺武郎

小林一輔

竹中規雄

届 藤雄

明石 和夫

早野茂夫

浜崎襄二

黒川兼行

大島康次郎

石原智男

北川英夫

高橋武雄

祖父江窟

官 出哉、
で
F
r

38. 4. 1 

助

元

教

諮

教

教

”
教

授

授

授

師

授

師

、授

” 
工学部助手

諮師

助教授

" 

助

購

教

講師

技授

併任教教

" 
38. 5. 7 

38. 5.21 

38. 6. 1 

38. 6.30 

38. 7. 1 

38. 8. 1 

” 
38.10. 1 

” 
” 

38.10.10 

38.10.24 

38. 11. 5 

38.12. 1 

1

1

 
3
 

．． 

1

3

 

II 

．． 

9

9

 

3

3

 

！ 
本所助教授に転任

助教授（こ採用

” 

1''' 阻J
ユf.
/'-J 

” 
袖iタトにおける研究に従事の為，休職

東京大学名巻教授の称号を授与

本学工学部に配匠換，本所併任

辞職

教授1こ昇任

‘’ 
助敦授に昇任

本学工学部に記翌戻，

” 
本所講師に昇任

助教授に昇任

復較

辞 敦

教授1こ昇任

” 
助教授（こ昇任

停年退殺

” （工学部）

本所iJi'任

’’ 

C. 旧 職 員

名誉教授

元教：授

故井口常雄， 瀬藤

岡宗次郎， 渡辺

故森田三郎，故茂木

松本良 一，故釘宮

浅岡勝彦， 石川

年一
云ぷ一9

要，

武雄，

磐，

政吉，

故友田

福田

故吉川

岩崎

山県

宜孝，

武雄

晴十，

富久，

日→
芦ブ，

谷 安正，

菱川万三郎，

故竹中二郎，

福田節雄，

星合 正治

吉 原 英 夫

清水菊平

南波松太郎
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故増野 実， 谷 一郎， 河村正弥， 沼田政矩，故小野 蒸

高橋安人，故宮津 純， 兼重党九郎， 金森九郎，故末岡清市

高橋武雄

元助教授芝原 正人， 吉村慶丸， 堀 武男， 渡辺 彗ヽ＼； 9ヽ 佐 藤 正 彦

故内田祥文， 渡辺正雄， 高木 豊， 沢田正二， 高 月 竜 男

盟田利幸：故青木 洋，故高尾一郎， 田中一彦， 元 良 誠 三

中西邦雄，故桑井源禎， 小川岩雄， 江口雅彦， 石井義郎

久松敬弘， 仁木栄次， 浜口隆一， 丹羽 登， 黒 川 兼 行

元元技購官師 佐藤敬夫， 中村康治， 藤森栄二， 橋爪 伸， 富成 襄

元事務長 鈴木弥孝

3. 決算と予算

A. 昭和 37年度歳出決算額

金 額 百分率 ％ 

総 額 820,128,193 100.00 

人 件 費 244,249,039 29. 78 

物 件 費 575,879,154 70.22 100.00 

各研究部研究費 91,443,860 11. 15 15.88 

特別研究費 22,367,700 2. 73 3.88 

受託研究費 23,200,000 2.83 4.03 

受託研究員費 1,100,000 0. 13 0. 19 

大学院学生経費 1,120,800 0.14 0.19 

溶 鉱炉運転費 4. 596,300 0.56 0.80 

吾,vZ庄 備 費 10,367,700 1. 26 1. 80 

図書購入費 3,950,000 0.48 0.69 

出 版 費 3, 771. 644 0.46 0.65 

試作工場経費 3,450,000 0.42 0.60 

職員厚生経費 441,900 0.05 0.08 

観測ロケット経費 389,419,000 47.48 67.62 

移転 経 費 9,949,550 1. 21 1. 73 

その他の経費 10,700,700 1. 30 1. 86 

B. 昭和 38年度歳出予算額

金 合恒1 百分率 ％ 

総予冥額 950,881,100 100.00 

人 件 費 250,000,000 26.29 
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物件費

各研究部研究跨

特別研究費

受託研究費

受託研究員費

大学院学生経費

溶鉱炉連転費

設備費

図書限入費

出版費

試作工場経費

観測ロケット経費

職員厚生経費

その他の経費

700,881,100 

64,918,000 

18,000,000 

12,550,000 

3,100,000 

2,154,900 

4,596,300 

196,600 

5,280,000 

4,500,000 

4,397,000 

519,565,000 

493,700 

61,129,600 

73. 71 

6.83 

1. 89 

1. 32 

0.33 

0.23 

0.48 

0.02 

0.56 

0.47 

0.46 

54.64 

0.05 

6.43 

100.00 

9.26 

2.57 

1. 79 

0.44 

0.31 

0.66 

0.03 

0.75 

0.64 

0.63 

74.13 

0.07 

8. 72 

c
 

文部省科学研究費関係（昭和 38年度）

も公
不、心

検

各

総

試

額

関

個

合

験

研

研

研

研

究

究

究

究

33,340,000円

12,520,000 

2,270,000 

9,190,000 

9,360,000 

D. その他の研究費（昭和 38年度）

委員会および諸団体より

総計 (B+C+D)

8,352,000円

992,573,100円

（千万月） 1, 喩芸 桐噸・究費 Dその他翌究費

゜
I 

1~11,~,111111; !1 
、~ゞ~—ニコ一ー . ,. --- , " , , 

庄JJ3J年(1959) '3う年(1960) , 36年(1961) , 37年(1962) , JS年 (196))

最近5ケ年間の諸経費増減比餃表
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